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中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
佐
藤
達
郎
は
じ
め
に
中
国
の
歴
代
正
史
に
は
、「
職
官
志
」「
百
官
志
」
な
ど
王
朝
の
官
僚
制
度
に
関
す
る
解
説
と
沿
革
を
記
し
た
「
志
」（
特
定
分
野
ご
と
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
）
が
し
ば
し
ば
載
せ
ら
れ
る
。
そ
の
祖
型
と
な
る
の
が
『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
（
以
下
、
単
に
「
百
官
公
卿
表
」
と
略
称
）
で
あ
り
、
同
書
の
影
響
下
に
後
の
正
史
の
職
官
志
類
も
書
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
正
史
の
職
官
志
類
と
は
一
応
別
に
、
あ
る
王
朝
の
官
僚
制
度
な
ら
び
に
関
連
す
る
儀
礼
制
度
に
つ
い
て
記
す
単
行
の
書
物
│
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
「
職
官
儀
注
書
」
と
総
称
す
る
│
が
百
官
公
卿
表
と
前
後
し
て
出
現
し
、
後
漢
か
ら
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
盛
ん
に
編
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
、
後
漢
時
代
に
出
現
す
る
職
官
儀
注
書
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
胡
広
『
漢
官
解
詁
』、
応
劭
『
漢
官
儀
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
筆
者
は
以
前
に
別
稿
⑴
で
そ
れ
ら
の
書
の
性
格
や
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
が
、
こ
う
し
た
職
官
儀
注
書
の
嚆
矢
と
な
る
の
が
、
後
漢
最
初
期
に
編
ま
れ
た
『
漢
官
』、『
漢
旧
儀
』
で
あ
る
。
因
み
に
そ
れ
以
前
、
す
で
に
前
漢
初
に
「
二
年
律
令
」
秩
律
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
同
時
代
の
官
制
全
体
に
関
す
る
体
系
的
規
定
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
⑵
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
官
制
の
全
体
像
を
主
体
的
・
意
識
的
に
叙
述
す
る
、
言
い
換
え
れ
ば
、
一
人
な
い
し
複
数
の
特
定
の
著
述
家
が
何
ら
か
の
目
的
と
問
題
意
識
の
も
と
に
現
実
の
官
制
を
描
写
し
始
め
る
に
は
、
前
漢
末
の
楊
雄
官
箴
⑶
を
待
た
一
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
以
後
、
後
漢
に
入
る
や
、
楊
雄
官
箴
の
続
作
の
み
な
ら
ず
、
現
実
の
漢
朝
の
具
体
的
典
制
を
詳
述
す
る
『
漢
官
』、『
漢
旧
儀
』
な
ど
の
職
官
儀
注
書
が
出
現
し
、
そ
れ
ら
に
続
い
て
職
官
儀
注
書
が
相
次
い
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
流
れ
の
上
に
編
ま
れ
る
の
が
、
中
国
史
上
初
の
体
系
的
な
官
制
叙
述
の
書
と
し
ば
し
ば
評
さ
れ
る
「
百
官
公
卿
表
」
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
後
漢
初
頭
に
出
現
し
始
め
る
職
官
儀
注
書
の
性
格
と
そ
の
出
現
の
歴
史
的
背
景
、
そ
れ
ら
か
ら
「
百
官
公
卿
表
」
や
別
稿
で
取
り
上
げ
た
『
漢
官
解
詁
』、『
漢
官
儀
』
な
ど
へ
の
発
展
の
系
譜
に
つ
き
概
観
し
た
い
。
一
佚
名
氏
『
漢
官
』
孫
星
衍
輯
『
漢
官
六
種
』
の
最
初
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
撰
者
不
詳
の
『
漢
官
』
で
あ
る
。
孫
氏
輯
本
に
は
主
に
『
続
漢
書
』
百
官
志
注
か
ら
採
ら
れ
た
九
十
数
条
が
集
め
ら
れ
、
そ
の
多
く
が
ご
く
断
片
的
な
も
の
で
あ
る
。
典
型
的
な
条
文
を
二
、
三
例
挙
げ
よ
う
。
な
お
、
以
下
、
引
用
文
は
孫
星
衍
『
漢
官
六
種
』⑷
に
基
づ
き
、
も
と
の
出
典
は
一
々
記
さ
な
い
こ
と
と
し
、
ま
た
条
文
に
つ
い
て
は
訓
読
を
施
さ
な
い
。
太
傅
、
長
史
一
人
、
秩
千
石
、
掾
属
二
十
四
人
、
令
史
・
御
属
二
十
二
人
。
﹇
太
常
﹈
員
吏
八
十
五
人
、
其
十
二
人
四
科
、
十
五
人
佐
、
五
人
仮
佐
、
十
三
人
百
石
、
十
五
人
騎
吏
、
九
人
学
事
、
十
六
人
守
学
事
。
﹇
光
禄
勲
﹈
員
吏
四
十
四
人
、
其
十
人
四
科
、
三
人
百
石
、
二
人
斗
食
、
二
人
佐
、
六
人
騎
吏
、
八
人
学
事
、
十
三
人
守
学
事
、
一
人
官
医
。
衛
士
八
十
一
人
。
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
二
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
官
（
そ
の
多
く
が
中
央
の
六
百
石
以
上
の
長
吏
）
に
つ
き
、
そ
の
「
員
吏
」
す
な
わ
ち
属
官
の
総
数
、
そ
の
内
訳
と
官
秩
を
記
す
形
を
取
っ
て
い
る
。
右
に
挙
げ
た
諸
例
で
、
長
官
・
次
官
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
の
は
、
そ
れ
ら
が
『
続
漢
書
』
百
官
志
の
注
に
引
か
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
百
官
志
の
本
文
に
既
に
そ
の
記
載
が
あ
る
た
め
、
注
で
は
そ
の
部
分
は
略
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
各
条
文
本
来
の
体
裁
を
想
定
し
た
と
き
、
そ
の
記
述
形
式
が
尹
湾
漢
簡
「
東
海
郡
吏
員
定
簿
」⑸
の
そ
れ
に
似
通
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
本
簡
は
前
漢
末
期
に
お
け
る
東
海
郡
と
管
下
諸
県
の
長
吏
・
少
吏
数
を
郡
県
ご
と
に
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
最
大
の
海
西
県
の
記
載
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
海
西
吏
員
百
七
人
、
令
一
人
秩
千
石
、
丞
一
人
秩
四
百
石
、
尉
二
人
秩
四
百
石
、
官
有
秩
一
人
、
郷
有
秩
四
人
、
令
史
四
人
、
獄
史
三
人
、
官
嗇
夫
三
人
、
郷
嗇
夫
十
人
、
游
徼
四
人
、
牢
監
一
人
、
尉
史
三
人
、
官
佐
七
人
、
郷
佐
九
人
、
亭
長
五
十
四
人
、
凡
百
七
人
廖
伯
源
氏
は
、
こ
れ
が
漢
初
に
お
け
る
定
額
で
あ
り
、
前
漢
末
に
は
す
で
に
こ
の
規
定
を
越
え
て
人
員
の
増
置
が
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
⑹
。
廖
氏
も
推
測
す
る
よ
う
に
、『
漢
官
』
が
こ
う
し
た
当
時
の
公
的
記
録
（
官
簿
）
の
類
を
資
料
源
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
に
想
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
中
に
は
「﹇
太
子
舍
人
﹈
十
三
人
、
選
良
家
子
孫
。」「﹇
太
子
門
大
夫
﹈
門
大
夫
二
人
、
選
四
府
掾
属
。」「﹇
太
子
洗
馬
﹈
選
郎
中
補
也
。」
の
よ
う
に
人
事
上
の
慣
行
を
記
す
条
文
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
前
漢
一
代
の
故
事
⑺
に
材
を
取
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
漢
官
』
の
記
述
す
る
官
が
後
漢
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
河
南
尹
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
後
に
述
べ
る
各
州
州
治
の
洛
陽
か
ら
の
距
離
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
佚
文
の
な
か
に
は
建
武
十
二
年
八
月
乙
未
の
、
察
挙
定
員
に
関
す
る
詔
勅
引
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
三
用
も
含
ま
れ
、
本
書
の
編
纂
開
始
は
そ
の
前
後
に
ま
で
遡
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
い
っ
ぽ
う
下
限
は
ど
こ
ま
で
降
り
う
る
か
、
あ
い
に
く
そ
れ
を
知
る
手
が
か
り
は
な
い
。
世
祖
廟
の
吏
員
に
関
し
て
「
員
吏
六
人
、
衛
士
二
十
人
」（『
続
漢
書
』
百
官
志
二
、
世
祖
廟
令
条
注
）
と
あ
る
の
で
、
最
終
的
な
成
書
が
光
武
帝
の
没
後
で
あ
ろ
う
こ
と
は
指
摘
で
き
る
が
、
光
武
帝
在
位
中
か
ら
漸
次
的
に
編
纂
さ
れ
て
き
た
可
能
性
を
そ
れ
は
否
定
し
な
い
。
概
し
て
、
官
簿
か
ら
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
た
よ
う
な
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
記
述
形
式
か
ら
見
て
、
後
漢
の
比
較
的
早
期
の
著
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
見
素
朴
な
官
簿
の
引
き
写
し
で
あ
る
か
に
見
ら
れ
る
本
書
に
は
、
一
定
の
著
述
の
志
向
性
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
注
意
し
た
い
の
は
、「﹇
太
常
、
光
祿
勳
、
衛
尉
﹈
右
三
卿
、
太
尉
所
部
」「﹇
太
僕
、
廷
尉
、
大
鴻
臚
﹈
右
三
官
、
司
徒
所
部
」
「﹇
宗
正
、
大
司
農
、
少
府
﹈
右
三
卿
、
司
空
所
部
」（
い
ず
れ
も
『
続
漢
書
』
百
官
志
注
引
）
と
い
う
佚
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
九
卿
の
三
卿
ず
つ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
三
公
の
一
つ
に
分
属
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
官
制
構
想
は
、
王
莽
時
代
に
お
い
て
次
の
ご
と
く
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
置
大
司
馬
司
允
、
大
司
徒
司
直
、
大
司
空
司
若
、
位
皆
孤
卿
。
更
名
大
司
農
曰
羲
和
、
後
更
為
納
言
、
大
理
曰
作
士
、
太
常
曰
秩
宗
、
大
鴻
臚
曰
典
楽
、
少
府
曰
共
工
、
水
衡
都
尉
曰
予
虞
、
与
三
公
司
卿
凡
九
卿
、
分
属
三
公
。
毎
一
卿
置
大
夫
三
人
、
一
大
夫
置
元
士
三
人
、
凡
二
十
七
大
夫
、
八
十
一
元
士
、
分
主
中
都
官
諸
職
。（『
漢
書
』
王
莽
伝
中
）
大
司
馬
司
允
、
大
司
徒
司
直
、
大
司
空
司
若
を
置
く
、
位
は
皆
な
孤
卿
な
り
。
更
め
て
大
司
農
を
名
づ
け
て
羲
和
と
曰
い
、
後
に
更
め
て
納
言
と
為
す
、
大
理
を
作
士
と
曰
い
、
太
常
を
秩
宗
と
曰
い
、
大
鴻
臚
を
典
楽
と
曰
い
、
少
府
を
共
工
と
曰
い
、
水
衡
都
尉
を
予
虞
と
曰
い
、
三
公
司
卿
と
凡
そ
九
卿
、
分
か
ち
て
三
公
に
属
せ
し
む
。
一
卿
毎
に
大
夫
三
人
を
置
き
、
一
大
夫
ご
と
に
元
士
三
人
を
置
き
、
凡
そ
二
十
七
大
夫
、
八
十
一
元
士
、
分
か
ち
て
中
都
官
の
諸
職
を
主
ら
し
む
。
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
四
そ
し
て
こ
う
し
た
王
莽
の
構
想
は
『
周
礼
』
よ
り
も
多
分
に
『
礼
記
』
王
制
「
天
子
三
公
、
九
卿
、
二
十
七
大
夫
、
八
十
一
元
士
」
な
ど
を
主
と
し
つ
つ
、
そ
れ
に
『
周
礼
』
の
三
公
六
卿
の
官
名
を
加
味
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
劉
師
培
が
「
西
漢
周
官
師
説
考
」⑻
で
指
摘
す
る
所
で
あ
る
。『
周
礼
』
の
官
制
典
範
と
し
て
の
絶
対
的
権
威
が
確
立
し
て
い
く
後
漢
中
期
以
降
と
は
異
な
り
、
後
漢
初
期
に
お
い
て
は
、
同
書
だ
け
で
な
く
様
々
な
経
書
古
記
か
ら
古
制
を
追
求
し
た
王
莽
の
余
風
が
、
王
莽
自
体
の
否
定
に
も
拘
わ
ら
ず
色
濃
く
残
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
関
心
に
照
ら
し
た
と
き
、
第
二
に
、『
漢
官
』
佚
文
に
い
く
つ
か
の
州
治
の
洛
陽
か
ら
の
距
離
を
記
す
も
の
の
あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
「
沛
国
䋩
、
刺
史
治
。
去
雒
陽
千
二
十
里
」「
武
陵
郡
漢
寿
、
刺
史
治
。
去
雒
陽
三
千
里
」「
蒼
梧
郡
広
信
、
刺
史
治
。
去
雒
陽
九
千
里
」
の
ご
と
く
で
あ
る
。
現
存
す
る
佚
文
は
八
州
の
分
の
み
だ
が
、
も
と
は
十
三
州
す
べ
て
に
つ
い
て
同
様
の
記
述
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
本
書
は
各
官
の
吏
員
官
秩
を
記
す
の
み
な
ら
ず
、
天
下
各
州
の
王
都
か
ら
の
距
離
、
換
言
す
れ
ば
帝
王
統
治
下
の
領
域
の
広
が
り
を
も
示
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
『
礼
記
』
王
制
以
来
の
経
学
伝
統
す
な
わ
ち
、
天
子
百
官
と
天
下
領
域
と
の
包
括
的
記
述
を
通
じ
て
、
帝
国
統
治
下
の
全
世
界
像
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
志
向
性
に
通
底
す
る
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
志
向
性
が
、
官
箴
と
十
二
州
箴
と
を
あ
わ
せ
作
っ
た
楊
雄
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
以
前
に
述
べ
た
所
で
あ
る
⑼
。
以
上
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
本
書
が
単
な
る
官
名
官
秩
の
目
録
（
事
実
、
佚
文
は
し
ば
し
ば
『
漢
官
目
録
』
と
し
て
引
か
れ
る
）
的
な
も
の
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
定
の
理
念
と
世
界
像
に
沿
っ
て
後
漢
初
期
の
官
制
を
記
述
し
た
、
ま
さ
し
く
職
官
書
の
嚆
矢
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
先
学
の
い
う
よ
う
に
百
官
公
卿
表
が
体
系
的
官
制
叙
述
の
書
と
し
て
画
期
性
を
持
つ
と
し
て
も
、
そ
れ
に
お
そ
ら
く
は
先
行
す
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
本
書
の
史
学
史
上
の
意
義
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
出
現
の
背
景
に
は
、
次
節
で
取
り
上
げ
る
『
漢
旧
儀
』
同
様
に
莽
新
の
簒
奪
・
改
制
と
そ
の
崩
壊
、
そ
れ
を
承
け
て
の
光
武
政
権
に
よ
る
統
治
恢
復
、
と
い
う
時
代
的
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
も
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。
後
漢
末
に
至
り
、
応
劭
は
本
書
に
注
解
を
施
し
た
。
彼
の
本
書
に
対
す
る
注
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
直
接
に
知
る
こ
と
は
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
五
で
き
な
い
が
、
彼
の
『
漢
官
儀
』
に
も
『
漢
官
』
の
本
文
と
注
解
は
一
部
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
別
稿
で
述
べ
た
『
漢
官
儀
』
の
特
徴
か
ら
判
ず
れ
ば
、『
漢
官
』
の
注
解
も
各
官
の
沿
革
故
事
や
官
名
の
典
故
、
な
い
し
各
官
に
関
す
る
衣
冠
典
章
に
渉
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
後
漢
末
以
後
、
応
劭
の
注
釈
を
伴
っ
た
職
官
儀
注
書
と
し
て
、
本
書
は
同
じ
く
彼
の
『
漢
官
儀
』
と
並
ん
で
唐
代
に
至
る
ま
で
読
み
継
が
れ
て
い
く
。『
隋
書
』
経
籍
志
に
は
「
漢
官
五
巻
応
劭
注
」「
漢
官
儀
十
卷
応
劭
撰
」
の
両
書
が
見
え
、
降
っ
て
南
宋
代
、『
通
志
』
芸
文
略
に
も
「
漢
官
儀
十
卷
応
劭
撰
」
と
と
も
に
「
漢
官
五
巻
応
劭
注
今
存
一
巻
」
と
あ
り
、
南
宋
で
は
す
で
に
一
巻
を
残
す
の
み
で
あ
っ
た
ら
し
い
。『
漢
官
儀
』
と
並
ん
で
本
書
が
後
代
ま
で
読
み
継
が
れ
た
理
由
は
、
一
つ
に
は
漢
代
官
制
の
詳
細
か
つ
包
括
的
な
リ
ス
ト
の
用
を
本
書
が
な
し
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。
六
朝
か
ら
唐
代
に
至
る
ま
で
、
儀
礼
や
官
制
の
議
論
に
お
い
て
「
漢
制
」「
漢
の
旧
儀
」
が
参
照
さ
れ
た
例
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
。
そ
う
し
た
際
、
三
公
九
卿
よ
り
百
石
以
下
の
少
吏
に
至
る
官
制
の
全
体
像
を
簡
明
に
看
取
で
き
る
本
書
こ
そ
は
、
学
者
た
ち
に
と
っ
て
格
好
の
参
照
の
糧
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
二
衛
宏
『
漢
旧
儀
』
『
漢
官
』
と
並
ん
で
、
後
漢
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
の
確
か
な
職
官
儀
注
書
が
『
漢
旧
儀
』
で
あ
る
。
撰
者
の
衛
宏
に
つ
い
て
、『
後
漢
書
』
儒
林
衛
宏
伝
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
す
。
衛
宏
字
敬
仲
、
東
海
人
也
。
少
与
河
南
鄭
興
俱
好
古
学
。
初
、
九
江
謝
曼
卿
善
毛
詩
、
乃
為
其
訓
。
宏
従
曼
卿
受
学
、
因
作
毛
詩
序
、
善
得
風
雅
之
旨
、
于
今
伝
於
世
。
後
従
大
司
空
杜
林
更
受
古
文
尚
書
、
為
作
訓
旨
。
時
済
南
徐
巡
師
事
宏
、
後
従
林
受
学
、
亦
以
儒
顕
、
由
是
古
学
大
興
。
光
武
以
為
議
郎
。
宏
作
漢
旧
儀
四
篇
、
以
載
西
京
雑
事
。
又
著
賦
・
頌
・
誄
七
首
、
皆
伝
於
世
。
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
六
衛
宏
、
字
は
敬
仲
、
東
海
の
人
な
り
。
少
く
し
て
河
南
の
鄭
興
と
俱
に
古
学
を
好
む
。
初
め
、
九
江
の
謝
曼
卿
、
毛
詩
を
善
く
し
、
乃
ち
其
が
訓
を
為
す
。
宏
、
曼
卿
よ
り
学
を
受
け
、
因
り
て
毛
詩
序
を
作
り
、
善
く
風
雅
の
旨
を
得
、
今
に
お
い
て
世
に
伝
わ
る
。
後
、
大
司
空
杜
林
よ
り
更
に
古
文
尚
書
を
受
け
、
為
に
訓
旨
を
作
る
。
時
に
済
南
の
徐
巡
、
宏
に
師
事
し
、
後
、
林
よ
り
学
を
受
け
、
亦
た
儒
を
以
て
顕
れ
、
是
に
由
り
て
古
学
大
い
に
興
る
。
光
武
、
以
て
議
郎
と
為
す
。
宏
、
漢
旧
儀
四
篇
を
作
り
、
以
て
西
京
の
雑
事
を
載
す
。
又
た
賦
・
頌
・
誄
七
首
を
著
し
、
皆
な
世
に
伝
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
光
武
帝
時
代
の
古
文
学
者
に
し
て
議
郎
で
あ
っ
た
衛
宏
が
、
前
漢
時
代
の
「
雑
事
」
を
蒐
集
採
録
し
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
次
に
孫
氏
輯
本
よ
り
い
く
つ
か
の
佚
文
を
挙
げ
、
そ
の
内
容
傾
向
に
つ
き
見
て
み
た
い
。
御
史
、
員
四
十
五
人
、
皆
六
百
石
。
其
十
五
人
衣
絳
、
給
事
殿
中
、
為
侍
御
史
、
宿
廬
在
石
渠
門
外
。
二
人
尚
璽
、
四
人
持
書
給
事
、
二
人
侍
前
、
中
丞
一
人
領
。
余
三
十
人
留
寺
、
理
百
官
事
也
、
皆
冠
法
冠
。
尚
書
四
人
、
為
四
曹
。
常
侍
曹
尚
書
、
主
丞
相
、
御
史
事
。
二
千
石
曹
尚
書
、
主
刺
史
、
二
千
石
事
。
民
曹
尚
書
、
主
庶
民
上
書
事
。
主
客
曹
尚
書
、
主
外
国
四
夷
事
。
成
帝
初
置
尚
書
、
員
五
人
、
有
三
公
曹
、
主
断
獄
事
。
丞
相
府
司
直
一
人
、
秩
二
千
石
、
職
無
不
監
。
武
帝
初
置
。
曰
馬
直
官
、
今
省
。
県
戸
口
満
万
、
置
六
百
石
令
、
多
者
千
石
。
戸
口
不
満
万
、
置
四
百
石
、
三
百
石
長
。
大
県
両
尉
、
小
県
一
尉
、
丞
一
人
。
三
百
石
丞
、
県
長
黄
綬
、
皆
大
冠
。
亡
新
命
長
為
宰
、
皆
小
冠
、
號
曰
夫
子
。
亡
新
時
有
五
百
石
、
八
百
石
。
府
下
置
詔
獄
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
各
官
の
定
員
と
秩
禄
を
記
す
こ
と
は
『
漢
官
』
と
同
様
だ
が
、
そ
れ
と
異
な
る
大
き
な
特
徴
は
、
各
官
の
職
掌
、
と
き
に
印
綬
衣
冠
に
つ
い
て
記
す
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
前
漢
一
代
か
ら
「
亡
新
」
に
至
る
ま
で
の
沿
革
に
簡
単
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
あ
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
七
る
。
な
お
司
直
の
条
に
「
今
省
」
と
あ
る
今
と
は
、
衛
宏
の
時
代
、
よ
り
具
体
的
に
は
建
武
十
八
年
以
後
を
指
す
。『
続
漢
書
』
百
官
志
注
に
「
世
祖
即
位
、
以
武
帝
故
事
、
置
司
直
、
居
丞
相
府
、
助
督
録
諸
州
、
建
武
十
八
年
省
也
」
と
あ
り
、
建
武
十
八
年
に
司
直
が
廃
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
各
官
の
職
掌
だ
け
で
な
く
、
次
の
よ
う
に
遷
補
の
基
準
や
方
法
が
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
廷
尉
正
・
監
・
平
物
故
、
以
御
史
高
第
補
之
。
御
史
少
史
行
事
如
御
史
、
少
史
有
所
為
、
即
少
史
属
得
守
御
史
、
行
事
如
少
史
。
少
史
秩
比
六
百
石
。
御
史
少
史
物
故
、
以
功
次
徴
丞
相
〔
史
〕
守
御
史
少
史
。
所
代
到
官
視
事
、
得
留
罷
中
二
千
石
詹
事
・
水
衡
都
尉
。
丞
相
史
物
故
、
調
御
史
少
史
守
丞
相
史
、
若
御
史
少
史
。
監
祠
寝
園
廟
、
調
御
史
少
史
属
守
、
不
足
、
丞
相
少
史
属
為
伜
、
事
已
罷
。
ま
た
次
の
よ
う
に
各
官
に
ま
つ
わ
る
儀
礼
や
慣
行
、
身
分
待
遇
に
関
す
る
記
事
も
少
な
く
な
い
。
丞
相
車
黑
両
塾
、
騎
者
衣
絳
、
掾
史
見
礼
如
師
弟
子
、
白
録
不
拝
朝
、
示
不
臣
也
。
聴
事
閣
曰
黄
閣
、
無
鐘
鈴
。
掾
有
事
当
見
者
、
主
簿
至
曹
請
、
不
伝
召
、
掾
見
脫
履
、
公
立
席
後
荅
拝
。
百
石
属
不
得
白
事
、
当
謝
者
西
曹
掾
為
〔
通
〕
謝
部
。
吏
二
千
石
初
除
、
詣
東
曹
掾
拝
部
、
謁
者
賛
之
。
丞
相
有
病
、
皇
帝
法
駕
親
至
問
病
、
従
西
門
入
。
即
薨
、
移
居
第
中
、
車
駕
往
弔
、
賜
棺
・
斂
具
、
贈
銭
・
葬
地
。
葬
日
、
公
卿
以
下
会
送
。
丞
相
府
官
奴
婢
伝
漏
以
起
居
、
不
撃
鼓
。
官
属
吏
不
朝
、
旦
白
録
而
已
。
諸
吏
初
除
謁
視
事
、
問
君
侯
応
閤
奴
名
、
白
事
以
方
尺
板
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
八
叩
閤
、
大
呼
奴
名
。
君
侯
出
入
、
諸
吏
不
得
見
、
見
礼
如
師
弟
子
状
。
掾
史
有
過
、
君
侯
取
録
、
推
其
録
、
三
日
白
病
去
。
中
臣
在
省
中
皆
白
請
、
其
宦
者
不
白
請
。
尚
書
郎
宿
留
台
、
中
官
給
青
縑
白
綾
被
或
錦
被
・
帷
帳
・
峥
褥
・
通
中
枕
、
太
官
供
食
、
湯
官
供
餅
餌
果
実
、
下
天
子
一
等
。
給
尚
書
郎
伯
二
人
、
女
侍
史
二
人
、
皆
選
端
正
者
従
直
。
伯
送
至
止
車
門
還
、
女
侍
史
執
香
炉
焼
薰
、
従
入
台
護
衣
。
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
、
特
定
の
官
に
限
定
さ
れ
な
い
儀
礼
次
第
に
関
す
る
記
事
も
多
い
。
皇
帝
起
居
儀
宮
司
馬
内
、
百
官
案
籍
出
入
、
営
衛
周
廬
、
昼
夜
誰
何
。
殿
外
門
署
属
衛
尉
、
殿
内
郎
署
属
光
禄
勲
、
黄
門
・
鈎
盾
署
属
少
府
。
輦
動
則
左
右
侍
帷
幄
者
称
警
、
車
駕
則
衛
官
填
街
、
騎
士
塞
路
。
出
殿
則
伝
蹕
、
止
人
清
道
、
建
五
旗
、
丞
相
・
九
卿
執
兵
奉
引
。
乗
輿
冠
高
山
冠
、
飛
羽
之
纓
、
幘
耳
赤
、
丹
紈
裏
、
帯
七
尺
斬
蛇
剣
、
履
虎
尾
䞧
履
、
諸
王
帰
国
称
従
。
以
上
の
よ
う
に
、「
西
京
の
雑
事
を
載
」
せ
た
と
さ
れ
る
『
漢
旧
儀
』
は
、
具
体
的
に
は
前
漢
の
官
制
と
そ
の
沿
革
、
そ
れ
に
関
わ
る
儀
礼
や
身
分
待
遇
、
さ
ら
に
は
王
朝
の
儀
礼
全
般
を
広
く
採
録
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
代
の
職
官
儀
注
書
に
共
通
す
る
多
く
の
要
素
が
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
。
事
実
、
た
と
え
ば
蔡
質
『
漢
官
典
職
儀
式
選
用
』
や
応
劭
『
漢
官
儀
』
な
ど
に
、
本
書
を
踏
襲
し
た
と
思
わ
れ
る
記
事
が
散
見
す
る
の
は
、
本
書
が
後
の
職
官
儀
注
書
に
与
え
た
影
響
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
尚
書
郎
伯
使
二
人
、
女
侍
史
二
人
、
皆
選
端
正
者
。
伯
使
従
至
止
車
門
還
、
女
侍
史
䊑
被
服
、
執
香
炉
焼
燻
、
従
入
台
中
、
給
使
護
衣
服
也
。（『
漢
官
典
職
儀
式
選
用
』
佚
文
）
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
九
こ
れ
は
先
に
挙
げ
た
『
漢
旧
儀
』
の
、
尚
書
郎
に
対
す
る
待
遇
を
述
べ
た
条
文
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
次
は
『
漢
旧
儀
』
と
『
漢
官
儀
』
で
共
通
す
る
記
事
の
一
例
で
あ
る
。
太
尉
・
司
徒
長
史
、
秩
比
二
千
石
（
当
作
比
千
石
）、
号
為
「
䈝
佐
三
台
、
助
鼎
和
味
」。
其
遷
也
多
拠
卿
校
也
。（『
漢
旧
儀
』
佚
文
）
太
尉
・
司
徒
・
司
空
長
史
、
秩
比
千
石
、
号
為
「
䈝
佐
三
台
、
助
成
鼎
味
」。（『
漢
官
儀
』
佚
文
）
た
だ
、
本
書
を
後
述
の
『
漢
官
儀
』、
あ
る
い
は
『
漢
官
解
詁
』
と
比
べ
た
と
き
、
そ
こ
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
本
書
の
後
二
者
に
比
し
て
の
大
き
な
特
徴
は
、
そ
の
詳
細
な
内
容
の
一
方
で
、
漢
の
官
制
を
経
典
の
記
載
に
な
ぞ
ら
え
る
記
述
の
い
っ
さ
い
見
ら
れ
な
い
│
衛
宏
自
身
は
経
学
者
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
│
こ
と
で
あ
る
。
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
経
典
へ
の
批
擬
こ
そ
は
後
漢
中
期
の
劉
珍
や
張
衡
ら
が
強
く
志
向
し
、
後
漢
後
期
の
胡
広
や
応
劭
に
も
一
定
程
度
踏
襲
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
特
徴
と
お
そ
ら
く
は
関
わ
る
点
と
し
て
第
二
に
、
各
官
の
沿
革
に
関
す
る
記
述
が
前
漢
一
代
（
お
よ
び
新
）
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
沿
革
が
後
漢
に
ま
で
及
ん
で
い
な
い
こ
と
は
、
後
漢
初
の
著
作
で
あ
る
以
上
当
然
と
し
て
も
、
秦
以
前
に
関
す
る
言
及
が
い
っ
さ
い
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、『
漢
官
解
詁
』『
漢
官
儀
』
さ
ら
に
は
百
官
公
卿
表
と
比
べ
て
も
異
質
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
官
が
「
周
官
」「
秦
官
」
あ
る
い
は
「
古
官
」
で
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
、
百
官
公
卿
表
な
ら
ほ
ぼ
大
抵
（
漢
代
新
設
の
官
に
は
そ
の
記
述
が
な
い
が
）、
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
換
言
す
れ
ば
、『
漢
旧
儀
』
に
は
前
漢
の
官
制
を
、
経
書
的
世
界
に
ま
で
遡
る
制
度
の
歴
史
上
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
意
識
が
見
ら
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
前
漢
一
代
の
制
度
の
具
体
像
と
そ
の
変
遷
を
描
く
こ
と
に
主
眼
が
注
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
一
〇
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
衛
宏
が
議
郎
と
し
て
活
躍
し
た
後
漢
初
期
の
時
代
的
要
請
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
王
莽
が
倒
さ
れ
て
の
ち
、
天
下
に
覇
権
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
光
武
政
権
に
と
っ
て
、
統
治
機
構
と
政
治
秩
序
の
再
確
立
は
火
急
の
課
題
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
正
統
性
獲
得
の
た
め
に
も
、
王
莽
を
否
定
し
て
前
漢
の
旧
に
復
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
更
始
元
年
、
三
輔
に
入
っ
た
司
隷
校
尉
劉
秀
ら
の
威
儀
を
目
に
し
た
老
吏
の
「
図
ら
ざ
り
き
、
今
日
ま
た
漢
官
の
威
儀
を
見
ん
と
は
」（『
後
漢
書
』
光
武
本
紀
上
）
と
の
感
歎
、
あ
る
い
は
同
年
、
北
方
州
郡
の
鎮
慰
に
派
遣
さ
れ
た
劉
秀
が
「
王
莽
の
苛
政
を
除
き
、
漢
の
官
名
を
復
す
」
る
や
「
吏
人
喜
悦
し
、
争
い
て
牛
酒
を
持
し
て
迎
労
す
」（
同
前
）
と
い
っ
た
様
子
は
、
当
時
の
世
潮
に
お
け
る
前
漢
の
旧
制
へ
の
懐
旧
を
示
し
て
余
す
こ
と
が
な
い
。
こ
う
し
た
な
か
で
前
漢
の
官
制
と
儀
礼
を
復
活
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
そ
れ
ら
の
詳
細
に
関
す
る
記
録
を
蒐
集
編
纂
す
る
こ
と
の
意
義
は
、『
漢
旧
儀
』
の
書
名
の
も
つ
意
味
と
と
も
に
、
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
、
同
書
に
集
大
成
さ
れ
た
前
漢
一
代
の
制
度
を
も
と
に
、
後
漢
初
期
の
官
制
構
想
を
一
覧
的
に
提
示
し
た
も
の
が
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
『
漢
官
』
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
一
見
、
前
漢
の
制
度
を
未
整
理
に
「
雑
載
」
し
た
か
に
見
え
る
『
漢
旧
儀
』
は
、
以
上
の
時
代
背
景
と
目
的
意
識
の
も
と
に
官
制
・
儀
礼
の
詳
細
を
広
く
集
め
、
前
述
の
よ
う
に
後
代
の
職
官
儀
注
書
の
、
一
つ
の
源
流
と
な
っ
た
。
以
後
、
後
漢
時
代
の
官
制
記
述
は
Ａ：
経
典
へ
の
批
擬
と
理
想
化
／
Ｂ：
現
実
の
典
制
の
客
観
的
・
歴
史
的
叙
述
、
こ
の
両
様
の
志
向
の
拮
抗
の
な
か
で
、
次
第
に
Ｂ
へ
と
傾
斜
し
て
い
く
⑽
。
Ａ
を
欠
き
Ｂ
に
重
き
を
置
く
『
漢
旧
儀
』
の
傾
向
は
、
こ
う
し
た
後
代
の
潮
流
を
先
駆
け
た
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
潮
流
の
背
景
に
、
別
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
古
文
学
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
付
言
し
て
お
き
た
い
。
ほ
か
な
ら
ぬ
衛
宏
も
当
代
を
代
表
す
る
古
文
学
者
で
あ
っ
た
。
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
一
一
三
『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
と
職
官
儀
注
書
『
漢
官
』『
漢
旧
儀
』
に
続
い
て
現
れ
る
の
が
、
章
帝
時
代
に
著
さ
れ
た
『
漢
書
』
の
百
官
公
卿
表
で
あ
る
。
同
表
は
班
固
の
獄
死
後
、
妹
の
班
昭
ら
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
こ
れ
に
は
異
説
が
あ
り
、
劉
知
幾
は
そ
れ
が
三
国
呉
の
謝
承
の
手
に
な
る
と
す
る
（『
史
通
』
内
篇
巻
三
「
書
志
」）
が
、
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
『
漢
官
解
詁
』
や
『
漢
官
儀
』
に
は
百
官
公
卿
表
の
引
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
説
は
成
り
立
た
な
い
。
さ
て
百
官
公
卿
表
、
正
確
に
は
『
漢
書
』
巻
十
九
上
、
百
官
公
卿
表
上
は
、
続
く
同
表
下
に
お
け
る
三
公
九
卿
在
位
者
の
年
表
、
こ
ち
ら
を
本
体
と
す
る
一
種
の
序
文
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
序
文
が
前
漢
官
制
の
包
括
的
で
要
を
得
た
説
明
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
後
代
の
正
史
で
は
つ
い
に
年
表
を
失
っ
て
官
制
叙
述
の
部
分
だ
け
が
志
と
し
て
踏
襲
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
ま
さ
し
く
歴
代
正
史
の
職
官
志
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
に
基
づ
き
編
纂
さ
れ
た
政
書
類
の
、
祖
型
と
言
っ
て
よ
い
⑾
。
そ
の
内
容
形
式
は
、
ま
ず
前
文
で
三
皇
五
帝
以
下
、
秦
漢
に
至
る
ま
で
の
設
官
の
大
略
を
述
べ
、
つ
い
で
①
丞
相
・
太
尉
・
御
史
大
夫
、
太
傅
・
太
師
・
太
保
│
後
の
い
わ
ゆ
る
三
師
三
公
、
②
太
常
か
ら
執
金
吾
ま
で
の
中
二
千
石
官
│
い
わ
ゆ
る
九
卿
に
ほ
ぼ
該
当
、
③
太
子
太
傅
よ
り
右
扶
風
ま
で
の
二
千
石
官
、
④
司
隷
校
尉
よ
り
虎
賁
校
尉
ま
で
の
比
二
千
石
の
校
尉
（
そ
の
前
後
に
護
軍
都
尉
と
西
域
都
護
〜
奉
車
都
尉
を
交
え
る
）、
⑤
侍
中
〜
中
常
侍
・
給
事
中
の
加
官
、
⑥
二
十
等
爵
、
⑦
諸
侯
王
と
王
国
官
員
、
⑧
州
か
ら
郷
亭
里
ま
で
の
地
方
官
、
の
お
よ
そ
八
群
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
長
官
・
属
官
の
職
掌
、
置
官
沿
革
を
述
べ
、
最
後
に
⑨
官
秩
ご
と
の
印
綬
の
規
定
と
全
吏
員
数
を
ま
と
め
て
記
載
す
る
形
を
取
っ
て
い
る
。
先
行
す
る
『
漢
官
』『
漢
旧
儀
』
と
比
べ
た
と
き
、
百
官
公
卿
表
は
一
々
の
官
に
つ
い
て
官
秩
・
印
綬
を
記
す
の
で
な
く
、
た
と
え
ば
②
群
の
末
尾
で
「
自
太
常
至
執
金
吾
、
秩
皆
中
二
千
石
、
丞
皆
千
石
」
と
し
、
ま
た
印
綬
の
制
も
①
群
を
除
い
て
は
⑨
で
総
括
す
る
な
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
一
二
ど
、
よ
く
整
理
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
前
漢
官
制
を
述
べ
る
以
上
、『
漢
旧
儀
』
と
百
官
公
卿
表
と
で
各
官
の
職
掌
記
述
に
一
部
類
似
の
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
後
者
は
前
者
を
全
面
的
に
踏
襲
し
て
い
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
県
戸
口
満
万
、
置
六
百
石
令
、
多
者
千
石
。
戸
口
不
満
万
、
置
四
百
石
・
三
百
石
長
。
大
県
両
尉
、
小
県
一
尉
、
丞
一
人
。（『
漢
旧
儀
』
佚
文
）
県
令
・
長
、
皆
秦
官
、
掌
治
其
県
。
万
戸
以
上
為
令
、
秩
千
石
至
六
百
石
。
減
万
戸
為
長
、
秩
五
百
石
至
三
百
石
。
皆
有
丞
・
尉
、
秩
四
百
石
至
二
百
石
、
是
為
長
吏
。
百
石
以
下
有
斗
食
・
佐
史
之
秩
、
是
為
少
吏
。（
百
官
公
卿
表
）
の
よ
う
に
類
似
の
記
述
が
あ
っ
て
も
明
ら
か
に
後
者
と
前
者
と
の
間
に
は
出
入
が
あ
り
、
そ
も
そ
も
、
丞
相
府
司
直
一
人
、
秩
千
石
、
職
無
不
監
。
武
帝
初
置
、
曰
馬
直
官
。
今
省
。（
先
掲
『
漢
旧
儀
』
佚
文
）
武
帝
元
狩
五
年
初
置
司
直
、
秩
比
二
千
石
、
掌
佐
丞
相
挙
不
法
。（
百
官
公
卿
表
）
の
よ
う
に
職
掌
記
述
の
み
な
ら
ず
官
秩
も
合
致
し
な
い
例
も
多
く
、
後
者
は
前
者
と
は
別
の
情
報
源
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
班
固
が
大
叔
父
班
䕀
の
下
賜
さ
れ
た
秘
書
副
本
を
家
蔵
し
、
自
身
蘭
台
令
史
と
し
て
東
観
秘
書
の
閲
読
を
許
さ
れ
て
い
た
以
上
、
そ
れ
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
百
官
公
卿
表
の
、『
漢
旧
儀
』
あ
る
い
は
後
代
の
『
漢
官
解
詁
』『
漢
官
儀
』
な
ど
の
職
官
儀
注
書
と
比
べ
て
の
特
徴
と
し
て
、
職
掌
記
述
が
き
わ
め
て
簡
潔
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
各
官
に
ま
つ
わ
る
衣
冠
や
儀
礼
制
度
、
故
事
慣
例
な
ど
い
わ
ば
有
職
故
実
に
関
す
る
記
載
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
一
三
を
い
っ
さ
い
欠
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
先
述
の
、
よ
く
整
理
さ
れ
た
記
述
形
式
と
併
せ
て
、
こ
の
こ
と
は
同
書
の
内
容
を
簡
明
な
も
の
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
簡
略
さ
に
飽
き
足
ら
ず
し
て
か
、
応
劭
は
（
お
そ
ら
く
は
彼
の
『
漢
書
集
解
』
の
中
で
）
各
官
の
官
名
の
由
来
な
ど
に
つ
い
て
一
々
注
解
を
施
し
て
い
る
。
こ
の
注
解
は
彼
の
『
漢
官
儀
』
に
も
一
定
程
度
再
録
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
百
官
公
卿
表
の
、
先
行
す
る
二
書
に
比
し
て
の
大
き
な
違
い
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
同
書
に
至
っ
て
は
じ
め
て
各
官
に
つ
い
て
「
古
官
」「
周
官
」「
周
末
官
」「
秦
官
」
の
別
を
標
し
た
こ
と
で
あ
る
。
太
傅
、
古
官
、
高
后
元
年
初
置
、
金
印
紫
綬
。
後
省
、
八
年
復
置
。
後
省
、
哀
帝
元
寿
二
年
復
置
。
位
在
三
公
上
。
内
史
、
周
官
、
秦
因
之
、
掌
治
京
師
。
景
帝
二
年
分
置
左
右
内
史
。
…
…
前
後
左
右
将
軍
、
皆
周
末
官
、
秦
因
之
、
位
上
卿
、
金
印
紫
綬
。
漢
不
常
置
、
或
有
前
後
、
或
有
左
右
、
皆
掌
兵
及
四
夷
。
有
長
史
、
秩
千
石
。
相
国
・
丞
相
、
皆
秦
官
、
金
印
紫
綬
、
掌
丞
天
子
助
理
万
機
。
…
…
こ
れ
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
官
が
実
際
に
古
官
で
あ
る
か
秦
官
で
あ
る
か
、
そ
の
歴
史
事
実
に
照
ら
し
て
の
当
否
は
今
は
問
わ
な
い
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
漢
書
補
注
』
に
様
々
な
議
論
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
）。
む
し
ろ
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
百
官
公
卿
表
が
そ
れ
ら
の
官
の
歴
史
的
由
来
を
、
秦
以
前
に
遡
っ
て
述
べ
よ
う
と
し
た
そ
の
姿
勢
で
あ
り
、
先
述
の
よ
う
に
こ
れ
は
『
漢
旧
儀
』
に
は
ま
だ
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
百
官
公
卿
表
は
各
官
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
前
に
ま
ず
、
全
体
の
序
文
と
し
て
上
古
か
ら
漢
代
ま
で
の
置
官
の
概
略
を
述
べ
る
。
最
初
に
『
易
』、『
左
伝
』、『
尚
書
』
な
ど
経
書
に
見
え
る
三
皇
五
帝
の
制
度
を
順
に
述
べ
、
つ
い
で
「
夏
・
殷
は
聞
く
亡
し
、
周
官
は
則
ち
備
れ
り
」
と
し
て
周
の
六
卿
（
天
官
冢
宰
、
地
官
司
徒
、
春
官
宗
伯
、
夏
官
司
馬
、
秋
官
司
寇
、
冬
官
司
空
）、
三
公
（
太
師
、
太
傅
、
太
保
）、
三
少
（
少
師
、
少
傅
、
少
保
；
是
為
孤
卿
、
与
六
卿
為
九
焉
）
に
つ
い
て
説
明
す
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
一
四
る
。
こ
れ
は
陳
立
が
『
白
虎
通
疏
証
』（
巻
四
「
封
公
侯
」
三
公
九
卿
章
）
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
古
文
周
礼
説
を
主
と
し
つ
つ
今
文
の
九
卿
説
と
折
衷
さ
せ
た
説
明
で
あ
る
。
ま
た
或
説
と
し
て
司
馬
・
司
徒
・
司
空
を
三
公
と
す
る
説
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
は
『
白
虎
通
疏
証
』
の
指
摘
の
よ
う
に
今
文
説
で
あ
る
。
続
け
て
周
の
凋
落
に
と
も
な
う
官
制
の
乱
れ
、
戦
国
の
動
乱
の
中
で
の
各
国
の
変
動
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
、
秦
漢
に
説
き
及
ぶ
。「
秦
、
天
下
を
兼
せ
、
皇
帝
の
号
を
建
て
、
百
官
の
職
を
立
つ
。
漢
、
因
循
し
て
革
め
ず
、
簡
易
を
明
ら
か
に
し
、
時
宜
に
随
う
な
り
。
そ
の
後
、
頗
る
改
む
る
所
あ
り
。
王
莽
の
位
を
簒
う
や
、
古
官
に
慕
従
し
、
而
し
て
吏
民
安
ん
ぜ
ず
、
ま
た
虐
政
多
く
、
遂
に
乱
を
以
て
亡
ぶ
（
秦
兼
天
下
、
建
皇
帝
之
号
、
立
百
官
之
職
。
漢
因
循
而
不
革
、
明
簡
易
、
随
時
宜
也
。
其
後
頗
有
所
改
。
王
莽
篡
位
、
慕
従
古
官
、
而
吏
民
弗
安
、
亦
多
虐
政
、
遂
以
乱
亡
）」。
最
後
に
、
以
上
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
こ
う
総
括
す
る
。「
故
に
略
ぼ
⑿
大
分
を
表
挙
し
、
以
て
古
今
を
通
じ
、
温
故
知
新
の
義
を
備
う
る
と
云
う
（
故
略
表
挙
大
分
、
以
通
古
今
、
備
温
故
知
新
之
義
云
）」。
こ
の
よ
う
に
、
上
古
、
周
、
秦
の
三
期
を
節
目
と
し
、
漢
は
秦
に
因
循
し
た
と
の
歴
史
的
説
明
は
、
各
官
に
つ
き
古
官
・
周
官
・
秦
官
の
別
を
標
す
記
述
形
式
と
も
整
合
し
て
い
る
。
ま
た
最
後
に
王
莽
が
も
っ
ぱ
ら
古
官
を
模
倣
し
、
混
乱
の
う
ち
に
滅
び
去
っ
た
こ
と
を
述
べ
、「
ゆ
え
に
」
前
漢
の
官
制
の
大
概
を
表
で
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
古
今
を
通
観
し
、
古
来
の
沿
革
を
知
る
こ
と
で
近
代
の
制
度
の
由
来
を
知
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
由
来
を
無
視
し
て
古
官
に
盲
従
し
た
が
た
め
に
王
莽
は
滅
ん
だ
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
前
漢
の
各
官
そ
れ
ぞ
れ
の
し
か
る
べ
き
由
来
沿
革
を
示
す
こ
と
が
、
漢
朝
の
体
制
を
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
必
然
の
も
の
と
し
て
理
解
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
、
│
そ
う
班
固
た
ち
は
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
別
稿
で
述
べ
た
胡
広
の
歴
史
観
と
も
根
を
通
ず
る
も
の
と
い
え
よ
う
。『
漢
書
』
敍
伝
に
百
官
公
卿
表
の
趣
旨
を
述
べ
る
中
で
「
漢
は
秦
よ
り
迪
り
、
革
む
る
有
り
因
る
有
り
」
と
あ
る
の
も
、
胡
広
『
漢
官
解
詁
』
序
文
「
蓋
し
法
に
成
易
有
り
、
而
し
て
道
に
因
革
有
り
」
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
百
官
公
卿
表
は
、
内
容
と
形
式
の
面
だ
け
で
な
く
、
官
制
叙
述
の
背
後
に
あ
る
歴
史
的
思
惟
に
お
い
て
も
、
後
の
職
官
儀
注
書
に
つ
ら
な
る
流
れ
を
準
備
し
た
。
そ
う
し
た
流
れ
が
す
べ
て
百
官
公
卿
表
に
出
ず
る
訳
で
は
な
い
に
し
て
も
、
確
か
に
同
書
の
直
接
間
接
の
影
響
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
一
五
の
も
と
、
同
書
も
そ
の
中
に
棹
さ
す
大
き
な
文
化
的
潮
流
の
な
か
で
、
後
の
職
官
儀
注
書
は
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
注⑴
拙
稿
「
胡
広
『
漢
官
解
詁
』
の
編
纂
│
そ
の
経
緯
と
構
想
│
」（『
史
林
』
八
六
－
四
、
二
〇
〇
三
年
）、「
応
劭
「
漢
官
儀
」
の
編
纂
」（『
関
西
学
院
史
学
』
三
三
、
二
〇
〇
六
年
）。
以
下
、
本
文
で
別
稿
と
し
て
言
及
す
る
も
の
は
こ
れ
ら
を
指
す
。
⑵
拙
稿
「
二
年
律
令
に
見
え
る
漢
初
の
秩
石
制
に
つ
い
て
」（
冨
谷
至
編
『
江
陵
山
張
家
山
二
四
七
号
墓
出
土
漢
律
令
の
研
究
』（
朋
友
書
店
）、
二
〇
〇
六
年
）
⑶
拙
稿
「
漢
代
の
古
官
箴
論
考
篇
」（『
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
（
学
芸
学
部
）
論
集
』
四
二
、
二
〇
〇
五
年
）
⑷
テ
キ
ス
ト
は
、
周
天
游
点
校
『
漢
官
六
種
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
に
よ
る
。
⑸
中
国
文
物
研
究
所
編
『
尹
湾
漢
墓
簡
牘
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
）
⑹
廖
伯
源
「
漢
代
郡
県
属
吏
制
度
補
考
」（
同
氏
『
簡
牘
与
制
度
│
尹
湾
漢
墓
簡
牘
官
文
書
考
証
』
文
津
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
所
収
）
⑺
漢
代
の
故
事
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
近
年
の
も
の
と
し
て
廣
瀬
薫
雄
『
秦
漢
律
令
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
第
六
章
「
漢
代
の
故
事
」
を
挙
げ
て
お
く
。
な
お
職
官
儀
注
書
と
故
事
の
関
係
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
述
べ
る
予
定
で
あ
る
。
⑻
「
西
漢
周
官
師
説
考
」
巻
下
（『
劉
申
叔
遺
書
』
所
収
）
按
周
官
各
職
、
有
三
公
・
六
卿
・
諸
大
夫
・
士
各
文
者
、
司
服
一
見
。
有
三
公
・
卿
・
大
夫
・
士
並
文
者
、
掌
次
一
見
。
有
三
公
・
孤
卿
・
大
夫
並
文
者
、
射
人
三
見
、
司
士
・
朝
士
各
一
見
。
…
拠
五
官
叙
官
、
則
太
宰
・
大
司
徒
・
大
宗
伯
・
大
司
馬
・
大
司
寇
、
均
卿
一
人
、
小
宰
之
属
、
均
中
大
夫
、
知
司
空
・
小
司
空
亦
同
。
又
攷
地
官
叙
官
云
、
郷
老
、
二
郷
則
公
一
人
、
郷
大
夫
、
毎
郷
卿
一
人
。
公
・
孤
職
掌
、
経
並
無
文
。
攷
工
記
匠
人
、
則
又
再
言
九
卿
、
故
漢
書
百
官
公
卿
表
序
説
周
制
云
、「
天
官
冢
宰
・
地
官
司
徒
・
春
官
宗
伯
・
夏
官
司
馬
・
秋
官
司
寇
・
冬
官
司
徒
、
是
為
六
卿
、
…
太
師
・
太
傅
・
太
保
、
是
為
三
公
、
…
又
立
三
少
、
為
之
副
、
少
師
・
少
傅
・
少
保
、
是
為
孤
卿
、
与
六
卿
為
九
焉
。
…
或
説
司
馬
主
天
、
司
徒
主
人
、
司
空
主
土
、
是
為
三
公
。」
東
漢
周
官
説
並
与
此
同
、
蓋
准
大
戴
保
傅
篇
為
説
。
莽
伝
之
説
、
則
以
王
制
通
周
官
。
知
者
、
莽
伝
称
、
地
皇
二
年
莽
下
責
七
公
、
始
建
国
三
年
莽
令
七
公
六
卿
号
皆
称
将
軍
、
七
公
者
上
公
四
人
曁
三
公
、
是
莽
置
大
夫
・
元
士
雖
宗
王
制
、
至
三
公
六
卿
之
名
則
准
周
官
。
拠
莽
説
、
蓋
司
徒
・
司
馬
・
司
空
為
三
公
、
太
師
・
太
傅
別
為
上
公
之
二
。
孤
為
公
貳
、
新
則
司
允
三
官
、
周
則
小
司
徒
・
小
司
馬
・
小
司
空
。
孤
・
卿
合
詞
則
為
九
卿
、
孤
・
卿
分
言
則
為
六
卿
。
惟
叙
官
之
文
、
明
以
六
官
為
六
卿
正
職
、
如
莽
説
是
必
六
官
之
三
、
均
上
兼
三
公
佐
、
亦
上
兼
三
孤
、
既
以
六
官
長
貳
兼
公
孤
、
則
六
卿
弗
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
一
六
具
、
必
以
他
職
摂
其
欠
。
莽
以
周
官
无
文
、
故
六
卿
之
名
尚
則
虞
書
。
窃
以
、
三
公
不
必
備
、
古
文
師
説
実
同
。
書
・
顧
命
、
六
卿
四
為
畢
公
、
六
為
毛
公
、
是
即
司
馬
司
空
兼
作
三
公
之
証
。
卿
上
兼
公
、
則
其
貳
為
孤
、
経
文
公
・
孤
似
応
兼
備
斯
制
、
今
文
家
僅
以
三
公
二
王
後
為
公
、
無
上
公
三
公
之
区
、
与
周
官
殊
。
…
⑼
注
⑶
拙
稿
⑽
拙
稿
「『
続
漢
書
』
百
官
志
と
晋
官
品
令
」（『
関
西
学
院
史
学
』
四
二
、
二
〇
一
五
年
）
⑾
大
庭
脩
監
修
・
漢
書
百
官
公
卿
表
研
究
会
『『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
訳
注
』（
朋
友
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
序
文
（
米
田
健
志
執
筆
）
に
詳
し
い
解
説
が
あ
る
。
⑿
注
⑾
前
掲
書
で
は
「
故
略
。」
と
点
を
切
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
│
│
文
学
部
教
授
│
│
中
国
に
お
け
る
職
官
儀
注
書
の
出
現
と
官
制
叙
述
の
は
じ
ま
り
一
七
